
l

a

t

，
.
 

1
 
1

j

1

0

1

 

1

0

1

'

 

1
1
1
!
?
i
 

l

i

l

i

 

-

-

;

ー

1

4
 

1
色

d
H
l
 

1
t
F
h
i
 

首

E

l
e
-
-
!
 

一一
一
O

二

今

年

サ一
和
四
月
五
日
桃
井
撚
州
一
芥
刑
部
大
制
限
・

5岬
少
納

敗
以
下
附
徒
、
公
叫S
米
間
同
芝
仏
川
下
一之
川
、
挽
-一身
命
“
放
=人H
純
忠
師
一

却
。
此
悼す弐
郎
、
大
将
也
御
見
知
之
上
米
、
明
御
持
判
-句
ν
附
=後
諒
一

恐
K

EY
H

上
如
ν

件
3

交

;[:11 

~ I ミ

)j 
ir，ii 

~. I日 i
杭1

'1‘IJ 

正
平
八
年
作
文
利
一一年
)

庇
出
郡
能
整
山
川
東
方
地
一組
天
野
迷
政
代
堀
花
宗

六
月
口

京
、
越
巾
に
於
け
る
軍
忠
を
具
申
し
て
吉
見
氏
側
の
詮

剣
を
求
む
。

〔
天
断
，
h

ス
古
】

四
三
一

一大
野
安
恐
三
郎
迷
政
代
射
能
六
郎
左
側
門
別
也
市
読
ん
叩
軍
忠
事

{氏
側
)

列

島

お
大
判
官口
比
三
川ムマ
敗
令
ν
封
=治
能
州
凶
徒
一
去
年
引
H
d
六
月
六
日

(
水
見
郎
}

越
中
附
御
殻
向
乙
川
・
u郁
v

凶
=似
御
手
一
於
-
一
越
州
横
川
保
芝
府
下
一

{
↑
川
常
)
戸
抗
帥
日
)
(
・
川
町
民
)

被
ν

山p
-御
仙
川
一之
底
、
桃
井
播
州
井
刑
部
大
制
服
-
M

山
部
少
刷
版
以
下

凶
徒
.
中旬
=来
紋
所
一
之
問
、山
林仙
日
致
日HAH
純
一
迫
a

岳山
川
凶
徒
一作
-w

(JK
見
郎
)
(
木
谷
カ
)

一
、
川
六
月
八
日
間
附
越
州
水
谷
城
令
ロレ
伏
汁
一
致
p
e

八九川
純
忠
一
地
目指

t
t、
ヘ
キ
故
山
r

払
γ
-
v

の刈
V
仇
H
J
一

T
f
千汀
p
i
t
M
P
Wり

一
FL
ヨ
-

一
、
同
十
四
日
氷
見
淡
夜
討
之
時
、
慎
一彼
人
数
一令
ν

放
日火
敵
川
一
一
引

-以
蚊
輩
凶
徒
歩

γ。

(
氷
同
品
川

}

q
hヒ
P
3同
I

一
、
同
十
五
日
間
附
越
州
八
代
山
内
被
ν

攻
計
三
角
山
城
-
W仏
印
刷
ザ

宅
プe
，A刊阿
l

蜘
之
問
、
致
-
-
合
判
一之
刻
、
令
弟
七
郎
宗
成
一被
v

此
昭
何
品
。

山
U
E
VA
r
引
H

“

一
、
同
年
七
月

一
日
抑
=守
本
谷
城
一
致
λ
川
町
ム
ナ
」川、

川
口取
蚊
地
内

μ
目」

J
JE

，
。

今
私
判
、

=
j

一
荘
地
頭
職
場
乞
譲
る
口

【
得

附

文

世一
日〕

四

能
設
凶
作
間
庄
地
一
川
職
事

養
子
舶
又
五
郎
総
一
怒
号
古
川

謎
汲;

(
立
山
根
)

ポ
件
符
問
庄
者
、
組
父
丘(術
次
郎
入
道
念
殺
の
千
よ
り
.
ぷ
常
利
伸

籍
。
而
知
一
二

子
一候
之
川
、
令
弟
又
五
郎
ホ円
十
名
友
ゃ
う
し
と
し
て

ほ
ん
詩
文
得
手
稽
之
欣
あ
い
ぐ
し
て
ゆ
づ
り
波
と
と
ろ
な
り
。
他

人
の
さ
ま
た
げ
あ
る
べ
か
ら
や
。
後
家
な
ら
び
に
常
民
、
の
り
も
と

名
問
畠
村
h
A

と
ら
す
る
也
。
い
ら
ん
さ
ま
た
げ
あ
る
べ
か
ら
や
。
ょ

て
需
=後
日
一
議
批
如
ν

件
。

文
和
一

一年
七
月
十
日

合
J

川
市
刊

h
U1
ミ
ヤ
れ

・ψ
g
T
P
A

-ヘ-J
u

d

，-
;{r: 
'i'IJ 

七
月
廿
四
日
。

石
川
郡
白
山
官
症
般
諮
糊
準
、
明
日
を

以
て
貸
臓
坊
に
鵠
衆
を
招
集
す
D

【
白
山
官
班
般
前
中
詑
銑
紙
背
文
ポ
口
】

四
三
回

flJj 
臼

可什・

{:f刻

?rx~ #.2 
持 震
引4 折i
ヨミ rJj 

おL

1
 

1
1
 

1
i

£
 
!
 

正
一午
入
年
(
文
和
二
年
)

(乙

の
文
中
六
月
八
日
の
僚
の
水
谷
杭
を
八γ
の
氷
川
ん
郁
磯
部

付
水
谷
に
し
て
、
水
谷
城
を
約
隣
村
本
乃
谷
J

は
る
べ

し
と
考

ふ
・φ
符
あ
れ
と
も
、
制
肱
三
年
九
日
け
の
阪
に
は
た
に
水
谷
に

flr 
tL 
1) 。

足
利
義
社
、
石
川
郎
大
乗
寺
を
し
て
天
下

伝
月
二

H
D

静
一
献
を
析
一
一
脳
せ
し
む
。

〔
大
乗
守
党
苫
】

干1
)I! 
'/Jll 

四
三
ニ

天
下山
川
品
御
析
ゎ
何
事
、
)
む
日
妹
一
叶
ν

仙川
t

怒
川
一之
以
如
ν

件
。

〔込
問
答

rr
}

イ
十

ト

・

小

十

又i

大，fll

呆!.(

時 11
走。二
日

籾
咋
:HlS 
得
田

七
月
十
円
。
科
出
家
幸
、
養
子
章
名
に
、

一
一

注

目

梨

務

一

託

系

大

徳

一

家

組

火

山砲

車中

一
計
依
口一恒例一
一所

vm如
ν
件
。

一

化
和
二
年
七
月
廿
四
日

一
八
月
七
日
。
足
利
傘
氏
、

一
を
輿
ふ
。

一
〔
川
村
刊

文

川札口
〕

一
於
-
-能
へ
北
越
中
山
間
一
致
=
忠
山
一由
、
古
見

三
河
守
氏
M
判
所
一注
中
日也
。

一
心
以
一例
妙
、
倒一
吋
ν
仙
丸
山
功
日之
如
ν
件
。

一

文

和

二

年
八
月
七
日

一

(

誕

ν
Jr
)

一

行
川
'次
郎
左
衛
門
入
道
服

一
八
月
十
一
日
。
後
光
臨
院
、

一
荘
等
を
知
行
せ
し
め
給
ふ
。

一
【
伏
見
宿
泊
除
】

-f~
4X
前
h

h
wド

vm
怪
V

J

正
μι
h
u
rdf
み

u
n
-
-芝

汽
流山
山
桃
少

m
m
車中

ー
，

i
l
i
--‘

利
一
例
劇

院

究

承
州
比

桃

伴
帥
揖
申

連

j保

大

川
脚
俊
阿

問

梨

恭

総

奉
相j
延~

必

相
伐
宮

μ
'

能
警
の
土
料
田
京
本
に
戚
朕

四
三
五

(足
刺

n
M八)

同
い
」

d
u
H
J

f

r

'

p

r

 

一
位
局
に
、
初判
咋
叩
土
田

四
三
六




